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図1 セキショウモの中間育成株（2015. 7） 
プラスチック製の水槽内での生育状況。写真は移植直前の状態で、

水槽内の水を除去している。 
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１ はじめに 

 全国の湖沼では生物多様性の損失が進んでおり、特

に生態系の重要な構成要素となる水生植物の多様性は

大きく減少していることが指摘されている 1) 。鳥取県

湯梨浜町に位置する東郷池でも、同様に水生植物の多

様性が減少していることが明らかとなった 1) 。中でも

セキショウモVallisneria asiatica Miki は、1967 年の生

育確認 2) を最後に、約半世紀の間、生育記録 3) が残さ

れていない。本種はトチカガミ科の多年生の水生植物

で、かつての東郷池では広く生育していたことや、農

地の肥料として利用するために行われた水草採集（「モ

ク採り」と呼ばれていた）の対象となっていたと言わ

れているなど、本湖を象徴する生物のひとつであった

と考えられる。その様な中、2015 年秋に、地元の漁業

者からの情報提供により、東郷池の湖岸の一部でセキ

ショウモの小さな群落が見つかった。しかし、その群

落はとても小さく、再び消失することが懸念されたた

め、早急に本種の保全を行う必要があると考えられた。

我々はこれまで土壌シードバンクからセキショウモの

再生に成功 4) しており、この東郷池由来のセキショウ

モを用いて、本湖と直結したビオトープ及び湖内沿岸

域への試験移植を試みた。ここでは、地域住民と共同

で実施した試験移植の事例を紹介する。 
 
2 方法 

2.1 移植株の中間育成 

 衰退した在来植生を再生させる手法のひとつとし

て、湖底に眠った土壌シードバンクの活用が有効であ

る 5)と言われている。移植するセキショウモは、遺伝

子撹乱を起こさないよう東郷池の系統株を用いる必要

がある。そのため、移植株には東郷池の土壌シードバ

ンクから再生したセキショウモ 4) を利用した。2014
年4月、2015年4月、研究所内の屋外にプラスチック

製の水槽を設置し、東郷池の底泥を撒き出した。セキ

ショウモが発芽した水槽では、エビモ等の他の水生植

物を抜き取り、セキショウモを選択的に成長（図 1）
させた。 
 2016年は、4月に新しい水槽に東郷池の底泥を敷き、

前年度中間育成したセキショウモの越冬した走出枝を

底泥中に埋め込んだ。ここでも同様に他の水生植物を

抜き取り、セキショウモだけを成長させた。 
 

 

2.2 移植方法 

 1年目は2014年10月5日に、2年目は2015年7月
27日に、東郷湖羽合臨海公園あやめ池公園内のビオト

ープ（図2）へ移植した。このビオトープは水深約30cm
程度で2本の水路を通じて、東郷池及びその流入河川

である舎人川と繋がっており、湖水及び流入河川水が

ビオトープ内を自由に出入りしている。中間育成した

セキショウモをビオトープ内の約1m×3mの範囲に移

植した。水槽内の中間育成株は底泥内に走出枝が密に

伸長しており、中間育成株を底泥ごと 1 辺が 15cm 以
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図2 セキショウモの移植場所 
A 東郷湖羽合臨海公園あやめ池公園内ビオトープ 

B 東郷池西岸 

図3 ビオトープに設置した防鳥糸（2015.10） 
 写真の水生植物は浮遊植物のマツモ。セキショウモはビオトープ

内で繁茂したマツモの下で定着していた。 

上の四角いマット状に取り出した。これをビオトープ

の底泥に埋め込み、動かないように上から周辺の土砂

や小石を被せた。 
また、3年目は2016年7月25日に、東郷池西岸（図

2）の水深約30cmの浅瀬で、約10m×10mの範囲に移

植した。1, 2 年目と同様に中間育成株をマット状に取

り出し移植した。湖内では波浪の影響で移植株が流亡

しないよう、湖底を 10cm 程度掘った穴に、マット状

に取り出した中間育成株を埋め込み、掘り出した底質

を上から被せて固定した。 
なお、試験移植は地元の湯梨浜町町民課が主体とな

り、地域の環境保全団体である東郷池メダカの会、湯

梨浜町立北溟中学校科学部、東郷湖漁業協同組合、東

郷湖羽合臨海公園の協力のもと共同で行った。 
 
 

 
 
 

 

3 結果及び考察 

 2014 年にビオトープへ移植したセキショウモは 11
月まで確認できたが、12月以降確認できなくなり、翌

春にも新しい葉の成長は見られなかった。移植株の状

態を確認するため、翌年5月に移植した場所の底泥を

掘り返したところ、走出枝の確認はできなかった。こ

のビオトープは冬季にカモ類が多く飛来し、移植した

付近には大量の羽が散乱していたことから、食害若し

くは底質撹乱により走出枝が流亡したのではないかと

考えられた。しかし、カモ類による食害・撹乱による

ものか、単に定着できず越冬できなかったのかは判断

できなかった。 

 2015年は、前年と同じ場所に移植を行った。カモ類

の食害・撹乱を防ぐため、カモ類がたくさん飛来する

前の10月に移植上部に防鳥糸を張った（図3）。移植

したセキショウモは冬季に葉が見られなくなったが、

翌春には新しい葉の成長が見られ、底泥中には走出枝

が確認された。防鳥ネットや防鳥糸の設置を行うにあ

たり、野外で大規模に行う場合は管理上困難ケースが

想定されるが、生育域での系統保存や喪失しそうな小

規模な群落の保護としては、有効な手段であると考え

られる。また、セキショウモは特殊な殖芽は形成せず、

走出枝の先端の芽が越冬する 6) と言われている。移植

した株は越冬に成功したことが確認され、長期的に定

着できる可能性があるものと考えられた。 

 

 
 2016年は東郷池への移植を試みた。移植した株は、

植物体の殆どが底質中に埋め込まれた状態となり、移

植直後に目視で植物体を確認することはできなかっ

た。しかし、その後、水中に葉を伸ばし、約2ヶ月後

には水上からでも目視で判別することができ、湖内で

定着したことが確認された（図 4）。このことから、

走出枝を確実に移植することが移植する上で重要であ

ると考えられた。 
また、移植方法としては、1 株ずつ移植することも

できたが、走出枝を短く切断することや波浪などによ

り流亡しやすくなる恐れがあることから、今回の試験

移植ではある程度の大きさのマット状にすることで健

全な走出枝を大量に移植する方法を採用した。宮城県
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図4 東郷池西岸に移植したセキショウモ（2016.9） 
 移植株は底質中に埋め込んだが、移植2ヶ月後には、水面近くまで

葉が伸長した。 

の伊豆沼・内沼では、同じトチカガミ科のクロモの復

元を試みているが、少数株の移植ではアメリカザリガ

ニの食害等により消失が見られることから、大規模植

栽法を検討し、翌年の定着及び群落の拡大を報告 7) し

ている。東郷池でもアメリカザリガニの生息が確認 8) 

されており、アメリカザリガニからの食害を防ぐため

にも大規模植栽法のような大量移植法は有効であると

考えられる。 
 

 
4 まとめ 

 今回実施した試験移植では、移植したセキショウモ

は湖内や周辺ビートープで定着できることが明らかと

なった。現在、東郷池におけるセキショウモの生育適

地の選定を試みているところである。今後もセキショ

ウモの生育状況や湖内環境をモニタリングしながら、

セキショウモの有効な保全に繋げていきたい。そのた

めにも、今回地域住民の手によって、かつての自然環

境を取り戻すきっかけが作られたことは重要な視点と

なるだろう。 
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